
　本稿では、FileMaker 7を使いこなす上での最大の難
所、新しくなったリレーションシップ構造を取り上げま
す。この構造は、要するにゲシュタルトだと考えてくだ
さい。さまざまな新しいコンセプトが組み合わさって機
能していく、そのパターンを観察することで理解に近づ
くしかありません。みなさんは、部分的な理解をいくつ
も積み重ねて、徐々に全体が像を結ぶという道のりをた
どることになるでしょう。

　この文章は、その道のりを歩むための地図です。真っ
黒になるまで書き込みをして、くしゃくしゃになるまで
使いこんでください。しわが多いほどみなさんの役に
立ったという証拠です。FileMaker 7のキーコンセプト
を「用語解説」の項で定義し、「新しい世界のルール」
にまとめました。みなさんの旅の道しるべとなるでしょ
う。また、新しいルールは本免
許取得に向けての路上試験にも
なっています。ルールを完全に
理解できたら、地図はダッシュ
ボードに放り込んで、出発です。

従来のバージョンとの違い

　FileMaker 7の構造で従来のバージョンとの最大の違
いは、ファイルとテーブルの関連づけがゆるやかになっ
たことです。従来は、ファイルとテーブルは固く結びつ
き、１つのファイルに１つのテーブルが大原則でした。
そのため、リレーションシップ理論の奥義を扱うような
場合をのぞいて、「テーブル」という言葉自体ほとんど
使われませんでした。この構造の利点は、スクリプト記
述やフィールド定義のときに「どのテーブルについて話
しているのか」を意識しなければならないという問題が
まったく発生しないことです。従来のバージョンにおけ
るこうした作業は、そのデータを保有しているファイル
でのみ可能でした。そして、他のファイルすなわち、他
のテーブルのデータにリレーション経由でなく直接アク
セスするには、そのファイルに移動しなければなりませ
んでした。

　FileMaker 7では、ファイルとテーブルの関係はゆる
やかにはなりましたが、完全に切れたわけではありませ
ん。テーブルはファイルからしか作成できませんし、

データベースには必ずファイルが１つは必要です。テー
ブルにとっては、自分の生まれたファイル、ホームファ
イルこそが「わが家」です。テーブルの定義や基本的な
セキュリティの管理はホームファイルでしかできませ
ん。

　一方、それ以外の場面では、ファイルとテーブルの結
合は解消されました。１つのファイルが使用できるテー
ブルには制限がなくなり、他のファイル、とくにリモー
ト位置にある他ファイルのテーブルも使えるようになり
ました。その代わり、FileMakerに対してあちこちで
「どのテーブルについて話しているのか」を明らかにし
なくてはなりません。具体的にはレイアウト、スクリプ
ト、フィールド定義などで毎回、リレーションシップグ
ラフ上のいずれかのテーブルオカレンス（ＴＯ）を指定

して、参照テーブルを明確にし
ます （図3a）。

　ＴＯを指定する意味は、それ
だけではありません。そのＴＯの

リレーションシップを介して他にどんなテーブルをどん
な条件で使用できるかも明らかになります。つまり
FileMaker 7では１つのテーブルを他ファイルを含めた
さまざまなＴＯから参照できますが、同じ主テーブルの
データを参照しつつ、関連テーブルはＴＯごとに一新で
きるのです。図3aの例では、「ＤＭ有権者」「テレコー
ル有権者」「送迎有権者」という３つのテーブルオカレ
ンスはすべて同じ主テーブルを参照していますが、アク
セスできる関連テーブルはそれぞれ全く異なります。

　従来のバージョンの１ファイル＝1テーブル構造で
は、リレーションシップにはある意味で普遍性がありま
した。業務プロセスの中で、あるリレーションシップを
使用するには、そのリレーションシップがつくられた
ファイル＝テーブルに移動しなければなりません。逆に
移動さえすれば、そのファイル内の全リレーションシッ
プを利用できました。一方、FileMaker 7ではファイル
ごとにリレーションシップグラフがあり、他ファイルの
テーブルを使ってリレーションシップを作成することも
できます。ただし、そのリレーションシップは、その
ファイルにしか適用しません。
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FileMaker 7のキーコンセプト 新たな領域の地図を描く

マイケル・ハリス

Cerné Systems, Inc. シニアパートナー

　FileMaker 7は天才の発明かもしれません。時がたてば分かるでしょう。天才の特徴を備えているのは間違いありません―シン
プルさと、複雑さと。問題は複雑さの方ですが、ほとんどの人の場合、FileMaker 7は使いこむと印象がガラリと変わります。シ
ンプルさを楽しめるのは少し先へ進んでから、複雑なカーブをいくつか曲がった後というわけです。

ほとんどの人の場合、FileMaker 7は使い
こむと印象がガラリと変わります
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　たとえば、人物テーブルと住所テーブルのリレーショ
ンシップを３つのファイルで使うには、各ファイルでリ
レーションシップの定義が必要です。その代わり、リ
レーションシップの内容をファイルごとに変えられるの
で、踏み込んだレベルの管理が可能になります。

　このようにFileMakerの構造にゆるみが生まれた結
果、ユーザはコンテキストを明確にするよう求められる
ことになりました。「何について話しているのか」とい
うFileMakerの問いに何度も答えねばなりません。最初
のうちはめまいがしたり、人によっては実存主義的嘔吐
にみまわれることもあるでしょう。

ケーススタディ

　デニスは選挙に立候補することにしました。選挙運動
には有権者のデータベースが必要です。運動の柱となる
活動は、有権者へのダイレクトメール、テレコール、投
票所への送迎の３つですが、活動を担うボランティアは
素人も多く、永続的な組織でもありません。そのため、
データベースはシンプルかつ堅固、しかも柔軟なものが
求められます。

　ＤＭ発送では、ボランティアは住所という切り口で
データを見ます。１つの住所に有権者が何人いても、 
ＤＭはまとめて１通にしたいからです。１通のDMには
複数の有権者の名前を印字することから、住所テーブル

は有権者テーブルに対して一対多のリレーションシップ
を持つことになります。次にテレコールでは、できるだ
け気分を害すことのない有権者の番号を選んで電話をし
ます。つまり切り口は有権者です。投票所への送迎で
は、集合場所の住所を切り口にして電話番号と有権者を
見ます。電話番号テーブルは住所テーブルと直接リンク
され、有権者テーブルとは間接的につながります。

　従来のバージョンでは、このデータベースにはファイ
ルが３つ必要でした。ファイルとテーブルは不可分で、
実質的には同じものだったからです。しかしFileMaker 
7では、必要なテーブルの数は変わりませんが、ファイ
ルの数は自分で決められます。このような小規模なデー
タベースでは、複数のファイルをつくる理由もありませ
んし、セキュリティなどメンテナンスの手間からいって
も１つで十分でしょう。そこで「選挙」ファイルを作成
します。FileMaker 7ではフィールドはファイルではな
くテーブルに帰属するので、テーブルごとにフィールド
定義をおこないます。また、レイアウトは３つの活動に
対して１つずつ作成します。

　次に、３つの用途ごとにデータ環境を構築します。作
業はリレーションシップグラフ上でおこないます。
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図1　１つのファイルに３つのテーブル。テーブルごとにフィールドが定義されます。

図2　「電話番号」テーブルのフィールド



リレーションシップグラフでは複数のテーブルオカレン
ス（ＴＯ）がリレーションシップで結ばれ、グループ１
つで１セットのデータ環境をあらわしています。これを
テーブルオカレンス・グループ（ＴＯＧ）と呼びます。
図3aは「選挙」ファイルのリレーションシップグラフで
す。

　分かりやすいように、３つのＴＯＧにはそれぞれ空の
ＴＯを用いてタイトルをつけ（ＤＭ、テレコール、送
迎）、さらに色分けしてあります。このリレーション
シップグラフを理解できれば、FileMaker 7という未知
の世界への第一歩となるでしょう。

リレーションシップグラフ

「地図は現地ではない」

―アルフレッド・コージブスキー

　コージブスキーの有名な言葉は、個人の心の中にある
世界と現実の世界を混同することへの警告です。もっと
言えば、地図に山が描いてあるからといって、現実には
存在しない山がそこにあるはずだと言い張る、そんな手
合いを諌めたものです。似たような思い込みによる失敗
は残念ながらだれでも経験があるでしょう。この箴言を
FileMaker にあてはめるなら、すでに現実に合わなく
なった地図、不適切な地図をFileMaker 7に持ち込むな
ということです。自分がFileMakerについて何事かを
知っていると思っても、一時保留にしてください。忘れ
るのではなく保留にする、禅の世界でいう「無心」が肝
要です。
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図3a　「選挙」ファイルの３つのデータ環境（ＴＯＧ）



　それでは、スタートとしては少々奇妙ですが、図3aの
リレーションシップグラフが「～ではない」という観点
から見てみましょう。

• 実体間の関係をあらわすいわゆるＥＲ（entity-
relationship）図ではありません（図3b）。
• ＴＯはその主テーブルの別名ですが、テーブルと同じ
ではありません。
• リレーションシップは、従来のバージョンにあったオ
ブジェクトとしてのリレーションシップではありませ
ん。したがって名前はつけられず、リスト表示もでき
ません。
• リレーションシップグラフはこのファイル内でのみ有
効です。テーブル間に永続的、普遍的な結合をつくる
わけではありません。

　ＥＲ図では、テーブル（長方形のボックス）とリレー
ションシップ（照合フィールドを結ぶさまざまな線）を
使って、データベース内のテーブル群が持つ基本的な
データ構造をあらわします。リレーションシップグラフ
とは異なるものです。

リレーションシップはリレーションにあらず

　FileMaker 7のリレーションシップは、これまでの
ファイルメーカーでリレーションと呼ばれていたものと
はまったく違います。たしかに利点が多いのですが、主
要なFileMaker用語がここまで大きく意味を変えると、
混乱を招かざるをえません。たとえば、FileMaker 7で
はリレーションシップには名前をつけられず、リスト表
示もできません。最初は皆、FileMaker, Inc.が馬鹿げた
ミスをしでかしたのだと思いました。しかし今では、新
しい構造の根本にかかわる変更であり、FileMakerの変
化を象徴するものだと考えています。

　それでは、説明の前にみなさん考えてみてください。 
FileMaker 7のリレーションシップには名前がつけられ
ません。これは何を意味するのでしょうか。リレーショ
ンシップは、もはや「オブジェクト」ではないというこ
とです。では一体何なのでしょうか。むしろ「プロパ
ティ」であり、環境設定やセットアップなどに近いもの
です。リレーションシップの重要性が低下したわけでは
ありません。以前よりも強化されたと言えるでしょう。
ただ、FileMakerの構造におけるその位置づけは大きく
変わりました。
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リレーションシップグラフ（図3a） ＥＲ図（図3b）

• 長方形のボックスはテーブルオカレンス（ＴＯ）をあら
わす。

• １つのテーブルが多数のＴＯから参照される。
• すべてのＴＯは、同じ主テーブルを参照したものであっ
ても、それぞれ固有の名前を持つ。

• リレーションシップの線は、データ構造、プロセスロ
ジック、インターフェースなど多様なものをあらわす。

• リレーションシップの線は、複数の照合フィールドの組
み合わせや条件を持つことがある。

• 長方形のボックスはテーブルをあらわす。

• １つのテーブルはふつう一度しか参照されない。
• テーブルの名前は１つしかない。

• リレーションシップの線は、データ構造をあらわす。

• リレーションシップの線は、１組の照合フィールド間を
つなぎ、１つのテーブルには１つの照合フィールドしか
ない。

図3b　「選挙」のデータベースを使った、典型的なＥＲ図の例



　リレーションシップは、リレーションシップグラフ上
で１つのＴＯから別のＴＯへ線をドラッグするか、[リ
レーションシップ編集]ダイアログで作成します。線をド
ラッグすると、そのＴＯの１つのフィールドと別のＴＯ
のフィールドが結ばれます。もし片方が番号自動入力の
フィールドであれば、FileMakerは一対多のリレーショ
ンシップを想定し、線の一方の端だけを鳥の足のような
形にします。場合によって線の端の形や、線の中央に表
示されるボックスの記号は変わってきます。線をクリッ
クすると[リレーションシップ編集]ダイアログが開き、
リレーションシップの修正や設定のやり直しができま
す。図4は、「選挙」ファイルで作成したリレーション
シップの編集ダイアログです。

　このダイアログを見ると、FileMaker 7のリレーショ
ンシップが従来のバージョンと大きく異なる２つのポイ
ントが分かります。第一に、複数の照合フィールドの組
み合わせを使って複数の条件を設定できます。つまり、
従来なら複雑な計算式の照合フィールドが必要だったと
ころを、リレーションシップの設定だけでほぼ済ませる
ことができます。機能的にも拡充します。第二に、リ
レーションシップは双方向の性質を持ちます。従来の
バージョンなら往路・復路と２つのリレーションシップ
が必要だったところが、１つでよいわけです。ただし、
復路を設定する必要はないものの、リレーションシップ
をオフにすることもできません。それは常に存在し、
データベースのどこかが要求すれば、ユーザの意図にか
かわらずそのリレーションシップが使われます。これも
理由あってのことです。
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図4　この[リレーションシップ編集]ダイアログでは、「選挙」ファイルを少し変えて２つの条件を設定しています。



ＴＯ ≠ テーブル

　このタイトルをＴシャツにプリントしようかと考えて
います。「ＴＯ ≠ Ｔａｂｌｅ！」、これこそFileMaker 
7という禅の公案への答えです。

　ＴＯはテーブルを参照する、テーブルの別名です。で
はなぜ、ＴＯとテーブルを明確に区別することがそれほ
ど重要なのでしょうか。それはＴＯが、テーブルオカレ
ンス・グループ（ＴＯＧ）というもっと大きな機能グ
ループに属しているからです。ＴＯＧによって、その
ＴＯのコンテキストつまりデータ環境が決まります。つ
まり、テーブルにはファイルの内外にいくつもの別名
（ＴＯ）があり、それぞれ主テーブルに対して同レベル
のアクセスを持っています。しかし各ＴＯは異なる
ＴＯＧに属するため、主テーブル以外のテーブルとの関
係はそれぞれまったく違うものになるのです。

　「選挙」の例を考えてみましょう（図3a）。「有権
者」テーブルには３つの別名があり、各ＴＯは「ＤＭ有
権者」「テレコール有権者」「送迎有権者」と名前がつ
いています。それぞれにレイアウトを割り当てると（一
例として図5a）、各レイアウトは「有権者」テーブルの
データに対して同レベルの直接アクセスが可能となり、
すべてのフィールドとレコードを閲覧できます（セキュ
リティ設定による制限を除く）。しかし、「テレコール
有権者」のＴＯに帰属するレイアウトからは、「住所」
テーブルのデータは見られません。同じく、「ＤＭ有権
者」ＴＯに帰属するレイアウトからは、電話番号は一切
閲覧できません。このように、ＴＯにはそれぞれ独自の

データ環境があり、その環境は帰属するＴＯＧによって
規定されます。

　図5aは、「送迎有権者」ＴＯに帰属するレイアウトを
レイアウトモードで表示したものです。「有権者」テー
ブルのフィールドであれば直接ドラッグして配置できま
す。しかし、ここから「住所」テーブルのフィールドを
見るには、フィールド名の前に何らかの「識別コード」
を指定する必要があります。従来のバージョンでは、こ
の識別コードはアクセスするテーブルへのリレーション
シップ名でした。しかしFileMaker 7では、リレーショ
ンシップは名前がつけられません。 そこで、代わりに
ＴＯ名を使います。ただし、選択できるＴＯは「送迎有
権者」ＴＯと同じＴＯＧに属するものだけです。外部の
ＴＯＧからは選べません。（注１）

　レイアウトに新しいフィールドを置くと、フィールド
指定の選択肢がリストとして表示されます。現在のテー
ブル（この例では「有権者」）、関連テーブル、非関連
テーブルの３種類があり、さらに「データベースの定
義」から新たに作成することもできます。しかし、ここ
で注意してください。選択肢に表示されているのは実は
テーブル名ではなく、ＴＯ名です。ＴＯだと何が違うの
でしょうか。「ＤＭ有権者」「テレコール有権者」「送
迎有権者」の３つのＴＯはどれも「有権者」テーブルを
参照しています。しかし、「非関連テーブル」の欄にあ
るテーブルに「ＤＭ有権者」「テレコール有権者」を経
由してアクセスすることはできません。これら非関連
テーブルのフィールドをレイアウトに配置しても、＜非
関連テーブル＞のエラーが出てしまいます（図5b）。
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図5a　[フィールド指定]ダイアログ。ポップアップリストの中で「ＤＭ」「テレコール」「送迎」の３項目はＴＯＧの
タイトルとして使われる空のＴＯであり、有効な選択肢ではありません。



　この[フィールド指定]ポップアップ・ウインドウを解
読してみましょう。まず、リレーションシップグラフ上
でＴＯＧのタイトルとして使用される空のＴＯは無視し
ます。「データベースの定義」も同様です。残りはどう
でしょうか。「関連テーブル」の実体は、このレイアウ
トのＴＯと同じＴＯＧに属している、他のＴＯです。つ
まり、現在のデータ環境あるいはコンテキストの中にあ
るＴＯが表示されています。これに対して「非関連テー
ブル」の方は、現在のＴＯＧの外にあるＴＯをあらわし
ています。

　ＴＯとは、あるテーブルの
データを他のテーブルのデータ
と関連づけるために作成され
る、テーブルの別名です。です
からレイアウトやスクリプト、フィールド定義でＴＯを
指定するのは、主テーブルのデータに直接アクセスを得
るだけでなく、リレーションシップというコンテキスト
を獲得することでもあるのです。テーブル自体は他の
テーブルとは何の結びつきもありません。単なるデータ
の入れ物です。だからこそ、「ＴＯ ≠ Ｔａｂｌｅ！」

新スキーマ登場

　ここまで説明してきたFileMaker 7の特徴は、それら
が組み合わさると単なる個々の総和以上のものになりま
す。FileMakerのまったく新しい構造、スキーマ、パラ
ダイム･･･呼び方は何でもよいでしょう。この新スキー
マの中心となるのが、FileMaker 7ではじめて登場した
設計オブジェクトであるテーブルオカレンス・グループ
（ＴＯＧ）です。ＴＯＧがデータ環境を規定し、すべて
の作業はその環境の中でおこなわれます。

　ＴＯＧは適切に設計し、注
意深く使用し、ＴＯをとおし
て常に参照しなければなりま
せん。必要なだけのＴＯＧつ
まりデータ環境をリレーショ
ンシップグラフ上で作成し、
その中から１つのデータ環境
を「現在のＴＯＧ」として選
びます。他のファイルの
ＴＯＧは使えませんが、逆
に、他ファイルのＴＯＧに影
響されることもありません。

　先ほど紹介したコージブス
キーの引用には続きがありま
す。

　「地図は現地ではない。し
かし、正しい地図は現地と同

じ構造を持っている。だから使えるのだ」

　リレーションシップグラフにおける「正しい地図」 
(ＴＯＧ)とは、FileMakerが正しく機能できるデータ環
境が描かれた地図と言えるでしょう。１つのファイルに
はたくさんのこういった環境が作成でき、それらが集
まって１つのファイルになります。

　もう一つの見方として、ＴＯＧをレイアウトという切
り口から考えてもよいでしょう。レイアウトは特定の目
的をもって作成されます。データ入力、リスト・レポー

トの作成、データ分析、ユー
ティリティ作業などさまざまな
業務目的があります。例えば
「選挙」ファイルなら、宛名ラ

ベル印刷用のレイアウトがあるのではないでしょうか。
宛名ラベルを出すボランティアは、有権者の電話番号を
知る必要はありません。情報保護の面からもそうしてお
いた方がよいでしょう。そのためには、宛名ラベルレイ
アウト用のデータ環境を用意します。有権者の電話番号
は見られないがラベルレイアウトの調整はできる、とい
う環境を与えることです。この例では、レイアウトに
「ＤＭ住所」ＴＯを指定します。このＴＯの属する
ＴＯＧは「電話番号」テーブルのＴＯとはつながりがあ
りません（図3a）。

　リレーションシップグラフ上で抽象的な作業をするよ
りも、まずは必要なレイアウトの目的にもとづいて、リ
レーションシップの具体的な仕様を決める方が簡単かも
しれません。そのあとで、適切なＴＯＧがない場合は、
レイアウトの目的にあわせて新しくつくればよいので
す。
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図5b　非関連テーブル（現在のＴＯＧ外）のフィールドは、レイアウト上に配置はで
きますが、値はエラーになります。

ＴＯ ≠ Ｔａｂｌｅ！



ＴＯＧの構造

　「･･･（アリスは）２、３ヤー
ドさきの木の枝に坐っている
チェシャ・ネコが目にはいっ
て、ちょっとぎくっとしまし
た。

　ネコは、アリスを見て、にや
りと笑っただけでした。気だて
のよさそうなネコだこと、とア
リスは考えました。でも、なに
ぶん、つめはとても長いし、や
たらにたくさんの歯があるので、

これは敬意を表してあつかわなければいけないな、と感じまし
た。

　“チェシャ・ネコさん”と、はたしてこの名前が気に入るかど
うか、まったく見当がつかないので、アリスはいくらかおずお
ずとよびかけました。でもネコは前より少々大口をあけてにや
りとしただけでした。“しめた、ここまではまずごきげんらしい
わ”とアリスは思い、話しつづけました。“ここからどの道をゆ
けばよいのか、教えてはいただけません？”
　“そりゃ、まったくあんたのゆきたい方角次第だよ”とネコは
言いました。
　“わたし、とくべつにどこへということも―”とアリスは申し
ました。
　“それじゃあ、あんたがどの道をゆこうと、かまわんじゃない
か”とネコは言います。
　“―どこかに出られるものなら”とアリスは説明をつけ足しま
した。
　“なあに、どこかに出られるにきまってるさ”とネコは言いま
した。“たっぷり歩きさえすればね！”」

―ルイス・キャロル『ふしぎの国のアリス』生野幸吉訳 より

　アリスはどこかへ出られれば
よいのですから、どの道を通っ
てもかまいません。しかし
FileMaker 7の道つまり経路
は、そう簡単にはいかないので
す。システムの中核をなすオブジェクトとして、ＴＯＧ
には固有の性質、ルール、構造要件があります。中でも
次のルールは重要です。

　リレーションシップグラフ上の２つのＴＯを結ぶ経路
は１通りであるか、経路なしとする。

　これはなぜでしょうか。関連フィールドの指定では
ＴＯ名しか使いません（「ＤＭ住所::通り」）。つまり
FileMaker 7が指定されたＴＯの主テーブルからデータ
を取り出すためには、たどるべきリレーションシップの
つながり（経路）が自明でなければならないのです。2
つのＴＯ間の経路を開発者がリレーション名を指定して
選択する余地はありません。FileMakerがたどるべき経
路をはっきり認識できるよう、経路は１通りにします。

　アリスは自分がどこへ行きたいのか言わなければなり
ません。行き先となるＴＯを指定し、データを取り出す
主テーブルを明確にします。従来のバージョンでは、経
路（別ファイル＝テーブルへのダイレクトなリレーショ
ンシップ）を指定していました。FileMaker 7では、行
き先を指定します。そうすれば経路は１通りしかないの
で、自動的に決まります。

　ＴＯＧを理解するには次の用語が必須です。

• 経路　ー　複数のＴＯを結ぶリレーションシップのつ
ながり。１つのＴＯから始まり、１つまたは複数のリ
レーションシップを経由して、別の１つのＴＯで終わ
ります。ＴＯのグループにおいては、リレーション
シップが枝分かれすることもありますが、２つのＴＯ
を結ぶ経路は１通りでなければならず、枝分かれはで
きません。
経路グループ　ー　経路によって結ばれた２つ以上の
ＴＯ。より大きなＴＯＧの下位グループであることが
多い。

ＴＯＧサーフィン

　ＴＯＧはそれぞれ固有のデータ環境ですが、業務プロ
セスの中では１つのデータ環境から別の環境へ、ユーザ
には分からないように移動する必要も出てきます。その
場合、業務プロセスの段階によってレイアウトを切り替
えることになります。これがＴＯＧサーフィンです。

　選挙の例で、あるボランティアは70歳以上の有権者を
送迎の集合場所にあつめる仕事
を担当しています。「送迎住
所」ＴＯに属するレイアウトを
使って、集合場所となる家に電
話をかけ、全員あつまったかど
うか確認します。到着していな

い有権者がいる場合は、「テレコール有権者」ＴＯのレ
イアウトに「サーフィン」すれば、携帯電話を含めてそ
の人に関連するすべての電話番号が見られます。「送迎
住所」のレイアウトでは、携帯電話の番号までは分かり
ませんでした。
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従来のバージョンでは経路を指定しました。
FileMaker 7では、行き先を指定します。



　業務プロセスによっては、ＴＯＧサーフィンの活用が
役立つどころか不可欠になることも十分考えられます。
一方、ＴＯＧサーフィンなどしなくても他の方法で十分
同じ結果が得られるのかもしれません。これは実際に現
場でやってみなければ分からないことです。いずれ結論
が出るでしょう。

コンテキスト

「バラはバラはバラ」

―ガートルード・スタイン

　ＴＯＧサーフィンなどせずにFileMakerの作業が進め
られる場合でも、複数のファイルやテーブルの中で自分
の位置をはっきりさせておくのは、やはり困難なことで
しょう。「何について話しているのか」を何度も尋ねら
れる上に、ダイアログによっては選択時にさらなる混乱
が生じます。指定するのがファイルなのか、レイアウト
なのか、テーブルなのか、あるいはテーブルオカレンス
なのかがはっきりしないのです。異なるオブジェクトに
同じ名前をつけられるので、非常にやっかいなことにな
ります。

　異なる階層のオブジェクトに分かりやすく名前をつけ
るため、いくつか命名法が提案
されています。もちろん、個人
あるいは個々の課題に適したや
り方でなければなりませんが、
必ず何らかの命名法を決めるよ
うにしてください。ファイルな
のか、テーブルなのか、テーブルオカレンスなのか、名
前を見れば分かるような方法が必要です。レイアウトと
ＴＯＧについても別途ルールを決めるとよいでしょう。

　スタインの引用は、次のように解釈することもできま
す。すなわち「バラ（花）はバラ（言葉）はバラ（経
験）」。しかし、どの「バラ」がどれを意味しているの
でしょうか。そこがこのフレーズののうまいところです
が、FileMaker 7の場合は区別できた方がよいでしょ
う。たとえば、

　「バラ[花]はバラ[言葉]はバラ[経験]」。

用語解説

　FileMaker 7という未知の国では、話す言葉もこれま
でとは違います。使われなくなった語や新たな意味を与
えられた語があり、まったく新しい語彙も覚える必要が
あります。従来から使われていた基本用語のうち、 
FileMaker 7で大きく意味が変化したのは、「ファイ
ル」「レイアウト」「リレーションシップ」「ウインド
ウ」「グローバル」の５つです。また、FileMaker 7を
理解するのに必要な新しい語彙としては、「テーブ
ル」「テーブルオカレンス（ＴＯ）」「テーブルオカレ
ンス・グループ（ＴＯＧ）」「ＴＯＧサーフィン」「経
路」「経路グループ」「コンテキスト」があります。本
稿で使用するこれらの用語のうち、「経路」「コンテキ
スト」などはFileMaker 7をめぐる議論の中で多くの開
発者から提案されたものであり、一方「 ＴＯＧ」
「 ＴＯＧ サーフィン」「経路グループ」「設計空間」
などは本稿独自の用語となっています。今後半年のうち
には、用語についてFileMakerのコミュニティの中でコ
ンセンサスが形成されると思いますが、ここでは筆者が
有効と考える用語を紹介することにします。（な
お、FileMaker, Inc.は同社独自の用語を使用しており、
筆者のものと一致しない場合があります）

　ホームファイル（母ファイル、作成元ファイル）
　home file (mother file, creation file)

テーブルが作成された元のファイ
ル。フィールド定義の追加・編
集、基本的なセキュリティ設定は
このファイルでしか行えません。

　ファイル（ホームファイルも参照）　file
（１）FileMakerのデータベースの基本となるドキュメ
ント。　データベースの作成は必ずファイルの作成に始
まり、すべてのデータベースには少なくとも１つのファ
イルが必要です。テーブルに対してリレーションシップ
を指定する場所でもあります。
（２）有能な管理者であり、テーブルの入れ物でもあり
ます。テーブル管理、ビジネスロジック構築、ユーザへ
のプレゼンテーションなど、さまざまな目的に使用され
ます。
（３）テーブル、フィールド、スクリプト、リレーショ
ンシップを作成、使用する場所。

　テーブル　table
FileMakerデータベースのデータが行と列の形式で保存
される場所。FileMaker 7のダイアログボックスでは
「テーブル」という語が「テーブルオカレンス」の意味
で使われている場合があります（一例として図5a）。
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バラ[FILE]≠ バラ[FILEREF]≠ バラ[FIELD]≠ バラ[TABLE]≠ バラ[TO]≠ バラ[TOG]≠ バラ[LAYOUT]≠バラ[WINDOW]

FileMaker 7は新しい言葉を話します。
使われなくなった語や新たな意味を与えら
れた語があり、まったく新しい語彙も覚え
る必要があります。



　テーブルオカレンス（ＴＯ、テーブルの別名）
　table occurrence (TO, table alias)
リレーションシップグラフの中でテーブルを表す別名。
あるレイアウトに対してどのＴＯを指定するかで、その
レイアウトからアクセスできるデータが決まりま
す。ＴＯを指定すると、そのＴＯの主テーブルが持つす
べてのデータ、およびそのＴＯと同じグループ
（ＴＯＧ）内の関連テーブルのデータが見られます。

　リレーションシップグラフ
　relationships graph
ファイル内のデータの関係（リレーションシップ）を定
義する場所。なお、ここで言う「ファイル」は、データ
ベースが１つのファイルのみで構成されている場合を除
き、「データベース」とは異なる点に注意してくださ
い。リレーションシップグラフは１つまたは複数の
ＴＯＧで構成されており、各ＴＯＧはリレーションシッ
プでリンクされた１つまたは複数のＴＯから成っていま
す。１つの主テーブルに対して複数のＴＯが存在する場
合もありますが、各ＴＯにはそれぞれ固有の名前をつけ
ます。

　リレーションシップ（またはリレーション）
relationship
リレーションシップグラフにおける、２つのＴＯ間の関
係とその条件（ＴＯはそれぞれテーブルに帰属する）。
一方のテーブルからもう一方のテーブルのどのデータを
表示するかの条件を指定するフィルタとして機能しま

す。FileMaker 7では、リレーションシップは必ず双方
向となり、複数の条件および照合フィールドの設定が可
能です。さらに、いくつかのリレーションシップがつな
がって１つの「経路」として機能します。経路でつなが
れた別のテーブルのデータにアクセスする場合、途中で
経由する全リレーションシップの条件の総和がデータ閲
覧の条件になります。

なお、筆者の知るかぎり「リレーション」と「リレー
ションシップ」は同じものを意味します。個人的には短
い言葉の方がよいですが、通常はFileMaker, Inc.の用語
に従って「リレーションシップ」を使うようにしていま
す。開発者のみなさんからは、「リレーション」は２つ
のテーブル間のリンクに対して用い、「リレーション
シップ」はＴＯＧの中で複数のＴＯを結ぶ経路に対して
使ってはどうかという意見や、ＴＯに対しては「リレー
ションシップ」を使うことにしてはどうかという意見も
ありました。誤解を避けるという意味では、「リレー
ションのつながり」に対しては「経路」の方がよいよう
に思います。

　主テーブル（またはベーステーブル）
　primary table (also base table)
１つのＴＯ（あるいはレイアウト）が無制限のアクセス
を持つデータ。そのＴＯが別名としてあらわしている元
のテーブル。

2004年11月18日　　　　　　　　　　　　             　　Version1.6                                                                     Page  12

図6a　図3aで取り上げた３つのテーブルオカレンス・グループ
の１つ。「送迎」ＴＯはＴＯＧのタイトル表示用で、ＴＯとし
ては機能していません。

図6b　「送迎電話番号」ＴＯと「送迎住所」ＴＯを結ぶ経路
（赤）は、「送迎住所」「送迎有権者」「送迎電話番号」の３
つを経路グループ（緑）としています。



　コンテキスト（切り口、データ環境）
　context (point-of-view[POV],data 
environment)
現在どのような切り口でデータやスクリプトステップ、
計算式、レイアウトなどを見ているかを示します。通
常、ＴＯを指定（つまりＴＯＧを指定）することによっ
て明らかにされます。

　テーブルオカレンス・グループ（ＴＯＧ）
　Table occurrence group (TOG)
複数のテーブルオカレンスをリレーションで結びつけた
もの。ＴＯＧ作成のルールとして、リレーションシップ
グラフにあらわれる２つのＴＯの間には、経路は１つの
み、あるいは経路なしでなければなりません。ある
ＴＯＧがより大きなＴＯＧの一部である場合もありま
す。

　レイアウト　layout
データベースのテーブルの表示方法。レイアウトは特定
のＴＯに帰属し、複数のＴＯに使用されることはありま
せん。１つのレイアウトからは、帰属するＴＯの主テー
ブルが持つ全データが見られます。また、そのＴＯと同
じＴＯＧ内の他のテーブルにつ
いても、経路を通じてデータが
閲覧できます。

　レイアウトのデータ環境（同義語「コンテキスト」も
参照）layout data environment
１つのレイアウトから見られる各テーブルのデータと、
データ閲覧のための各条件（各経路に含まれるリレー
ションシップの条件）

　経路　path
複数のＴＯを結ぶリレーションシップのつながり。１つ
のＴＯから始まり、１つまたは複数のリレーションシッ
プを経由して、別の１つのＴＯで終わります。ＴＯのグ
ループにおいては、リレーションシップが枝分かれする
こともありますが、２つのＴＯを結ぶ経路は１通りでな
ければならず、枝分かれはできません。

　経路グループ　path group
経路によって結ばれた２つ以上のＴＯ。より大きな
ＴＯＧの下位グループであることが多い。

　ＴＯＧサーフィン　TOG surfing
業務プロセスを実現するためのテクニックの一つ。レイ
アウトを次々と移動しつつもユーザの見ているデータは
同じであり、ただしレイアウトごとにデータの切り口が
変わり、異なるＴＯＧつまり異なるデータ環境に属する
ＴＯが使われます。これにより、ユーザが見る主テーブ
ル以外のデータ（関連テーブルのデータ）を業務プロセ
スの段階ごとに管理できます。

　ウインドウ　window
ファイルにおいて、レイアウトにもとづいてデータを表
示したもの。FileMaker のファイル（またはデータベー
ス）では、複数のウインドウが同時に開けます。各ウイ
ンドウは別々のレイアウトを表示するか、同じレイアウ
トの異なる検索結果を表示します。ウインドウには個別
に名前がつけられます。

　設計空間　design space
想像上の空間で、FileMaker 7において可能な設計上の
選択肢を、複数の次元をもつ座標軸であらわしたもの。
物理上の空間に似ていますが、次元数は３次元あるいは
４次元を超えることもあります。

データベース　database
共通の目的をもって使用されるテーブルの集まり。少な
くとも１つのファイルで構成されます。
　なお、よく知られているとおり、FileMakerのコミュ
ニティでは非常にいい加減な用語の使い方をすることが
あります。「データベース」もその一つで、しばしば
「ファイル」の意味で使われてしまいますが、「テーブ
ル」「ファイル」「データベース」をはっきり使い分け

れば、より明晰な思考が可能と
なるはずです。筆者は「データ
ベース」を上記のように定義し
て使っています。

新しい世界のルール

　FileMaker 7の構造を理解するには、その新しいルー
ルをよく考えることです。これらのルールは、正しく理
解されれば、FileMaker 7の構造をはっきりと照らし出
します。

1. フィールド定義の追加・削除・編集はそのテーブル
が作成されたホームファイルでのみ可能。

2. 基本的なセキュリティ管理はそのテーブルが作成さ
れたホームファイルでのみ可能。

3. テーブルは、そのホームファイルを離れては存在し
ない。
テーブルはファイル内にしか作成できません。別
ファイルへの移動や複製はできず、ファイルが移動
すればそのテーブルも一緒に移動します。

4. リレーションシップはオブジェクトではなくＴＯＧ
のプロパティ、設定オプションである。ＴＯＧは、
リレーションシップで結ばれたＴＯの集まりであ
る。
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FileMaker 7における“ファイル”とは何か、
１文で定義しなさい。



5. リレーションシップグラフで作成されたデータ間の
関係は、そのファイルおよびファイル内のフィール
ド、レイアウト、スクリプト、設定にしか適用しな
い。（注２）

6. すべてのＴＯは、そのファイル内で固有の名前を持
つ。

7. リレーションシップグラフ上の２つのＴＯを結ぶ経
路は１通りであるか、経路なしとする。

8. FileMakerのファイル（データベース）では、複数
のウインドウが同時に開ける。各ウインドウは別々
のレイアウトを表示するか、同じレイアウトの異な
る検索結果を表示できる。

9. レイアウトは常に１つのＴＯにのみ帰属する。
レイアウトからは、そのＴＯの主テーブルのデータ
はすべて見られます。また、他テーブルのデータも
そのＴＯが属するＴＯＧの経路を通じて閲覧できま
す。この場合、閲覧できる他テーブルのデータは、
レイアウトの主テーブルと関連ＴＯをつなぐ経路に
よって規定されます。

10. ファイルで使用するすべてのテーブルについて、少
なくとも１つのＴＯをリレーションシップグラフに
置く。
テーブルデータをインポートまたはエクスポートす
る、またはＯＤＢＣおよびＪＤＢＣ機能を使用する
場合に、ＴＯが必要です。
またインポートの際は、レコードを受け取るテーブ
ルのＴＯに帰属するレイアウトが少なくとも１つ必
要です。計算式などでフィールドの値を使用する場
合も、そのテーブルのＴＯを少なくとも１つはリ
レーションシップ上に置いてください。ＴＯがない
とそのフィールドは指定できません。計算式、スク
リプト、自動入力設定、値一覧、レコード単位での
アクセス権設定などすべて同様です。テーブルの
ＴＯがすべて削除されると、そのテーブルのすべて
の計算フィールドは失われます。

11. ポータルにポータルのＴＯ以外からフィールドを表
示する場合、そのフィールドのＴＯとレイアウトの
ＴＯを結ぶ経路上にポータルのＴＯがなければなら
ない。
そうでないと、逆向きの経路を指示する必要がでて
きます。

12. リレーションシップは双方向の性質を持つ。実際に
双方向で使用するか、使用できるかに関わらずこの
性質は維持される。

13. 検索結果はテーブルではなくＴＯに帰属する。
同じ主テーブルを持つＴＯ間では、１つのＴＯでお
こなった検索結果を保持したまま別のＴＯへ移動で
きます。[関連レコードへ移動]スクリプトステップ
で、行き先のテーブルに検索元のＴＯを指定し、使
用するレイアウトにもう一方のＴＯのレイアウトを
指定します。

FileMaker 7の黄金律

ＴＯ≠テーブル

一歩ずつ進む～設計空間～

　「ヨシはFileMakerという禅を学ぶため、和尚を訪ね
た。“テーブルオカレンスはいつテーブルになるか？”と
和尚は問いを与えた。“師よ、感謝します”。ヨシは和尚
の前を辞し、与えられた公案を考えはじめた。それから
２年のあいだ、ヨシは週に一度師のもとへ戻って同じ問
いを受けたが、満足な答えはできなかった。そしてある
晴れた春の日、師はいつものように問うた。“テーブル
オカレンスはいつテーブルになるか？”。 ヨシは答え
た。“水もボードもなしでサーフィンができるときで
す”。　師はヨシの頬を張り、弟子は気づきを得た。師
はつづけた。“では、４次元の設計空間に寺院を建てる
正しい方法は？”。 ヨシは帰って修行をつづけた」

　最初のステップとして、まずはFileMaker 7にどんな
使い方があるかを学ばなければなりません。しかしこれ
はまだ簡単な方です。FileMaker 7のベストプラクティ
ス、つまり「いかに使うべきか」を理解するのはずっと
困難な過程になるでしょう。まずは、FileMaker 7の設
計にどのような選択肢があるかをつかむことです。顧客
のビジネスの構造をFileMaker 7で描き出すためには、
何通りのやり方があるのでしょうか。
　FileMaker 7によって可能となる、膨大な設計の選択
肢を把握するために筆者が考えたのが「設計空間」で
す。この空間では、相互に関連するさまざまな選択肢が
多次元の座標軸上に配置されており、FileMaker 7をど
う使えば顧客の問題を解決できるか、考えるヒントにな
ります。
　筆者は、FileMakerはそれ自体の自然な構造を持って
いると考えてきました。システム開発者の仕事は、顧客
の用途に合った形で、FileMakerの持つすぐれた構造を
描き出すことです。このプロセスがプロジェクトの初期
段階にきちんとおこなわれれば、後の開発作業は楽にす
すみます。反対に最初に誤った構造を設計してしまう
と、ぶつからなくてもよい困難に見舞われ、システムが
ある程度複雑になった段階で自滅します。
　ですから、FileMaker 7で何ができるかを学んだら、
次はこの問いに取り組んでください。「FileMaker 7で
顧客の問題の構造を描き出す方法が何通りもあるなか
で、設計の主要素をどんな設計空間に、どのように配分
するか」（図７）
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　FileMaker 7での設計にどんな選択肢があるかをつか
むには、何年もかかるでしょう。試行錯誤を繰り返し、
二度としたくないような失敗を積み重ねて、やっと見え
てくるのではないでしょうか。ここで設計空間という考
え方が助けになります。手始めに、設計の選択肢を３次
元の座標軸で示した空間を思い浮かべてください。第1
軸は、どんなテーブルをいくつ作成するか。第２軸は、
どんなファイルをいくつ作成するか。第３軸は、レイア
ウトをファイル間でどのように配分するかです。

　まず、テーブルの問題は簡単です。従来のバージョン
では、「どんなレコードが必要
か」を考えれば作成するファイ
ル＝テーブルがだいたい決まっ
たものですが、この点は
FileMaker 7でもあまり変わり
ません。従来のバージョンを使った経験がある人、リ
レーションシップの理論を多少なりとも知っている人な
ら、必要なテーブルはすぐに分かります。プロの開発者
同士なら、同じ問題に対して考え出すテーブルはほとん
ど同じでしょう。そうすると、設計空間ではこの座標軸
はかなり短くなります。なお、FileMaker 7では１ファ
イル＝１テーブルの制約がないので、従来のバージョン
を使うよりも多少テーブルの数が増えると思われます。
次にファイルの座標軸は、テーブルよりもずっと長くな
ります。FileMaker開発者待望のファイル数「１」を最
小値に、従来のバージョンにならって「テーブルと同じ
数」、さらにはテーブルよりはるかにたくさんのファイ
ル数も可能です。１つのデータベース・エンジンを使用
するユーザが多様で、それらのユーザに合わせて多数の
ユーザインターフェース（ＵＩ）ファイルを作成する場
合などはファイル数がテーブル数より多くなるでしょ
う。第３軸のレイアウトについても、実際に可能かどう
かは別として、理論上はたくさんの選択肢があります。
すべてのレイアウトを１つのＵＩファイルにまとめる、
ファイルの機能グループごとにレイアウトを配分す
る、FileMaker 6のようなレイアウト配分にする、など
が考えられます。FileMaker 6のような配分と
は、FileMaker 6のファイルをFileMaker 7に変換した
ときのような状態です。

　図７はこの設計空間を図示したものです。厚切りの
トーストのような形をしているのは、具体的なプロジェ
クトでは「テーブル」の選択の幅が実質上ほとんどない
からです。大まかに、４つの象限で異なる選択肢の組み
合わせをあらわしていると考えてください。１つのファ
イルでデータベースを作る場合、レイアウトも当然１
ファイルにおさまるので、下側手前の象限のどこかにな
ります。機能によってテーブルとレイアウトをいくつか
のグループに分けるなら、上側手前の象限です。

ファイルメーカー 6のようなレイアウト配分であれば、
上側奥の象限でしょう。100の作業グループそれぞれに
ＵＩファイルを作成するような場合は、ほとんど同一の
レイアウトを大量につくり、各ＵＩファイルに割り当て
ることになります。これは下側奥の象限です。

　ここまで設計空間の各象限を簡単に説明してきました
が、これでは選択肢を示しただけです。無数の選択肢が
あることは分かりましたが、実際にデータベースをこの
空間のどこにつくるべきか、何にもとづいて決定すれば
よいのでしょうか。
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複雑なプロジェクトでは、
テーブルオカレンス・グループをうまく使える
かどうかが結果を左右します。

図7 シンプルな3D設計空間の例



　当社では、FileMaker 7という新しい領域を注意深く
探検していきます。多くのデータベースは１つのファイ
ルで間に合うでしょう。一部については、テーブルを機
能ごとにグループ分けして別々のファイルに入れます。
こうすれば、各グループの修正やセキュリティ管理、開
発作業はまとめておこなえます。当社のデータベースで
いえば、氏名や住所関連のテーブルは１つの機能グルー
プにまとめられそうです。「個人」「住所」「通信会
社」「企業」「社員」などのテーブルを「関係者」また
は「顧客」などの名前で１つのファイルにまとめます。
オンライン・アプリケーションサービスの事業では、複
数のファイルからなる機能グループをつくって「ソフト
ウェア・エンジン」とし、これを中心にたくさんのＵＩ
ファイルを配置します。各ＵＩファイルは特定の顧客専
用で、ユーザインターフェースとビジネスロジックの両
方が入ります。
　以上は大変シンプルな例ですが、それでFileMaker 
7の登場によって、開発者にとってはまさに「富めるが
故の惑い」の時代に入ったことが分かります

探検の旅へ

　半年か１年もすれば、FileMaker 7で何ができるかに
ついては皆が了解するところとなるでしょう。 
FileMakerのコミュニティには各種講座、ワークショッ
プ、解説本、論文、プレゼン、認定試験などがあふれか
えり、インターネットではあらゆる情報の断片が手に入
るはずです。しかしそのベストプラクティス、つまりパ
ワーアップしたFileMaker 7で「何をなすべきか」とな
るとそうは行きません。これを理解するには、開発の現
場という荒野で長い旅路を行くことになるでしょう。
　しかし、FileMaker, Inc.でソフトウェア開発という苦
役に従事する天才たちは、わたしたちにフロンティアの
探検旅行に加わるチャンスをくれたのです。こんな魅力
的な話があるでしょうか。筆者はすでに準備万端です。
旅の途中では熊に遭うこともあるでしょうが、このチャ
ンスは絶対に逃せません。
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テーブル空間
・どんなフィールドが必要か
・どんなテーブルを作成するか
・どんな照合フィールドを使うか
・グローバルフィールドをどこに作成するか
・計算フィールドをどこに作成するか

レイアウト空間
・各レイアウトの業務目的は何か
・どのレイアウトがどのＴＯに帰属するか
・どのレイアウトをどのファイルに作成するか
・各レイアウトはどんなデータ環境にあるか
・新規ウインドウを開く、または閉じるのはいつか

ファイル空間
・ファイルとは何か。どんな機能があるか
・ファイルは１つか、多数か。
　それぞれどんな得失があるか
・どのファイルがどのテーブルのホームファイルか
・業務プロセスはファイル間をまたいでおこなわれるか
・ファイルは機能別に階層化させるか。
　どんな構成にするか

ＴＯ空間
・どんなＴＯを作成するか
・どんなＴＯＧを作成するか
・業務プロセスにＴＯＧサーフィンが必要か
・どのファイルにどのＴＯおよびＴＯＧを作成するか
・どんなリレーション シップを作成するか。
　どこまで複雑にするか

超空間
・FileMaker 7で問題の構造を描き出す方法が何通りもあるなかで、設計の主要素をどんな設計空間に、どのよう
に配分するか

「わかりにくく話せたと思うよ」

戯曲『わが命つきるとも』
ロバート・ボルト作

トマス・モア卿のセリフより
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「ある大学院の研究室で、教授はひとりの新入生に歩み寄ると新鮮な魚を１匹手渡し、言った。“その魚を説明しなさ
い”。新入生は図書館へ行って長文のレポートを書き上げた。魚の種、亜種、進化の歴史、現在の個体数から寄生虫ま
で網羅して、教授に提出する。ところが教授はちらっと見ただけで、レポートをぽいと放ってしまった。“再提出”。そ
れから何度か提出と不合格を繰り返すと、教授はうんざりした顔でこう言った。“魚を見なさい”。２週間後、魚はすっ
かり腐っていたが、魚を見て書いた新入生のレポートは合格した」

―生物学の大学院で一年生がよく聞かされる話

　「無知な人間が理解すれば教師になれる。だが教師が理解するにはもう一度無知な人間になるしかない」

―百丈懐海 禅師の言葉より

　「量子力学を理解できたと思うなら、それは量子力学を理解していない」

―リチャード・ファインマン




